
土木賞は、募集の前年末までに概ね竣工した土木分野のプロジェクト・構造物を対象に、事業企画、計画・設計、施工、及び維持管理などに
関する総合評価により選考を行います。選考に当たり、特に、施工プロセスの視点（施工プロセスの改善、良質な社会資本の効率的創出、土木
技術の発展・伝承など）を重視しています。

《日建連表彰2024 第5回土木賞受賞プロジェクト・構造物》　秋田新幹線斉内川橋りょう改築工事／ＪＲ横須賀線武蔵小杉駅２面２線化他／首都高速道路　高速
大師橋更新事業／新日下川放水路工事／新宿駅東西自由通路新設他／清内路水力発電所 新設工事の内　土木・建築本工事／玉来ダム本体建設工事／
東海道線支線南２地区路盤新設他工事／阪神高速３号神戸線床版更新工事／三ツ子島埠頭 第三桟橋新設工事／【特別賞】蔵玉隧道・拡幅工事〔県単道
路改良（幹線）工事〕／【特別賞】白川発電所　熊本地震の震災復旧工事

　
大
分
県
竹
田
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の
市
街
地
を
流
れ
る

玉
来
川
は
梅
雨
時
期
を
中
心
に
度
々
洪

水
被
害
を
も
た
ら
し
、過
去
か
ら
局
部
的

な
河
川
改
修
を
実
施
し
て
き
た
が
、そ
の

後
も
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
が
続
き
、長

期
間
に
わ
た
り
都
市
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能
が
麻
痺
す
る

な
ど
、甚
大
な
被
害
を
被
っ
て
き
た
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は
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の
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況
を
受
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建
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よ
り
、竹
田
市
民
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の
安
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・
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全
を
提

供
す
る
事
業
で
あ
る
。

　
玉
来
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ム
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イ
ト
に
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地
質
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件
の
た
め
、調
査
・
設
計
・
施
工

の
面
か
ら
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
課

題
克
服
に
取
り
組
ん
だ
。堤
体
左
右
岸

は
、水
平
に
軟
質
層
が
存
在
し
た
た
め
、

ア
バ
ッ
ト
処
理
に
よ
る
ダ
ム
基
礎
の
安
定

性
確
保
が
課
題
で
あ
り
、軟
質
層
上
下

位
に
分
布
す
る
硬
岩
に
着
目
、国
内
最

大
級
の
造
成
ア
バ
ッ
ト
メ
ン
ト
工
で
脆
弱

軟
質
層
に
対
応
し
た
。堤
体
河
床
部
は
、

不
陸
の
小
さ
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ほ
ぼ
水
平
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の
低
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度
節
理
が
多
数
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布
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、滑
動
安
定
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評
価
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設
計
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策
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あ

り
、せ
ん
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岩
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す
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発
破
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を
お
よ
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す
範
囲
」な
ど
を
検
証
し
、ブ

レ
ー
カ
掘
削
併
用
で
品
質
を
確
保
し
た
。

　
複
雑
な
地
質
が
ゆ
え
に
止
水
の
工
夫

も
な
さ
れ
て
お
り
、超
高
透
水
性
層
の
み

を
対
象
と
し
た
複
列
カ
ー
テ
ン
グ
ラ
ウ

チ
ン
グ
に
よ
る
対
策
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、プ
レ
キ
ャ
ス
ト
型
枠
を
ト
ン
ネ
ル

閉
塞
部
で
採
用
し
、在
来
工
法
に
比
べ
工

程
を
大
幅
に
短
縮
さ
せ
た
。

　
更
に
、オ
オ
イ
タ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
な

ど
の
貴
重
種
が
生
息
し
て
い
た
た
め
、捕

獲
・
移
植
す
る
な
ど
環
境
面
へ
の
配
慮

も
な
さ
れ
た
。

　
本
事
業
は
、試
験
湛
水
で
堤
体
及
び

貯
水
池
の
安
全
性
が
確
認
さ
れ
、ダ
ム
サ

イ
ト
に
不
向
き
な
地
質
条
件
に
起
因
す

る
様
々
な
問
題
を
上
記
手
法
に
よ
り
克

服
し
た
点
、加
え
て
、プ
レ
キ
ャ
ス
ト
部

材
の
採
用
に
よ
っ
て
生
産
性
を
向
上
し
、

工
程
短
縮
を
図
っ
た
点
が
大
き
く
評
価

さ
れ
、日
建
連
表
彰
土
木
賞
に
値
す
る
も

の
と
認
め
ら
れ
た
。

受
賞
理
由

1. 打設最盛期の施工状況　2. プレキャスト型枠　3. 妻側エキスパンドメタル・止水版内側ステンレス板　4. 側部と頂部用打設孔
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詳細や他の写真などは
左記の二次元コードから
Webページにアクセスしてご覧ください。
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玉来ダム本体建設工事　概要
● 所　在　地　大分県竹田市大字志土知（左岸）～大字川床（右岸）地先
● 施設管理者　大分県
● 設　計　者　㈱建設技術研究所
● 施　工　者　大成・菅・友岡特定建設工事共同企業体
● 関　係　者 ㈱高山組、玉石重機㈱、日特建設㈱、成豊建設㈱、㈱ヤマウ
● 着　工　日　2017年4月1日
● 竣　工　日　2023年3月15日
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